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岩佐なを詩集『幻帖』を読んだ。

　先ず、この岩佐なを詩集『幻帖』を読む切っ掛けについて書くことが、
この独特の雰囲気を持った詩集に入る道筋に通じるように思える。わたし
は、9月17日に目白通り沿いの、鬼子母神前商店街の入り口付近にある
「ソーケン整骨院」で骨格矯正と交流磁気シャワーを受けた後、都電鬼子
母神前停留所の前にある「釣り具喫茶店Reels」に行ってコーヒーを飲み
ながら、書肆山田の鈴木一民さんと雑談をしようと思い、携帯で一民さん
に電話をしたら、岩佐なを詩集『幻帖』が丁度出来たところで、これから
岩佐さんとビールで乾杯しようと思うが、来ませんか、と誘われた。場所
は東池袋の寿司屋武蔵だという。杖を突いてやっと歩くわたしの脚では、
目白通りから東池袋まではとても歩けない。逡巡していると、タクシーで
来たらと、その道順を教えてくれた。目白通りから明治通りに出て、大
ガードの五叉路を右に、あずま通りを行ってサンシャインに抜ける路を左
折して、右側に「武蔵」はある、という。タクシーを拾って、教えられた
通りに目白通りから千歳橋を過ぎて右折して明治道路に出た。その右折し
た辺りの、信号で一時停車した窓から見た夕方の風景の印象が記憶に残っ
た。「武蔵」には既に岩佐さんと一民さんがカウンターに並んで腰掛けて
ビールを飲んでいた。お久し振りの挨拶を交わして、わたしは岩佐さんの
隣りに席を取って、ビールで乾杯をした。それから、持って来てあった一
冊の『幻帖』を手にとって開いた。パラパラと捲ると、つぎつぎと印刷さ
れたエッチングの挿絵が目の入った。鮮明な線で描かれた異様だがちょっ
とユーモアも感じさせる生きものの姿が綺麗な色刷りで刷られている。思
わず、感嘆した。というような道筋で詩集『幻帖』と接したわけだ。そこ
には、詩人の姿と、詩集の挿絵のエッチングと、取り交わした言葉があっ
た。そこでは、詩集の詩の言葉を読むことはなかった。

　それから三日後、詩集『幻帖』が送られてきた。夕食後、いつもの通り
ベッドの横になって、うとうとしながらテレビの時代劇を見た後、仕事場
に行って『幻帖』を開いて読み始めて、全体で107ページの詩集の半分ほ
どを一気に読んだ。ページを開くと、先ず、

　　わたしの手許に写本［幻帖］〈六冊と一箱（未綴の絵図
　　三十六杖、文書七十二枚入）・成立年不詳・複数人によ
　　る書写〉があり、幻視、幻聴、幻覚、霊、妖物、不可
　　思議なことどもが断片的に書かれ、あるいは、描かれ
　　ている。これを口語訳し手を加え、現代風に書きかえ
　　たり、そのままをあたかも自分が作ったように見せか
　　けたりして、何冊かにまとめようかと思いはじめた。
　　挿画については、銅版画や素描で画きあらためてみた
　　いのだが。
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と書かれている。つまり、創作ではなく、元になる古文書の写本があっ
て、それを書き直したものだという。だが、本当にそんな写本があるかど
うかはともかく、わたしは詩集の題名に「幻帖──岩佐なを」とあるの
で、この断り書きを、書かれた言葉の主体をはぐらかすための詩人の演出
と受け止めて読み進めた。

　最初の詩は、羽の生えた女性の姿のエッチングの挿絵の後に、「『序』
と思ってほしい部分／〈どこまでが『序』なのか不明〉」というようなは
ぐらかしのタイトルで、鳥女神が持った運命の札が読者の行き先をきめる
とある。次に、札には「まぼろしの塔」と「塔のまぼろし」、「幻のいき
もの」と「いきものの幻」が描かれてるとある。鳥女神の腋の下の汗を啜
ると舌がちりちりするとか、札についての説明や「詩」についての問答が
書かれている。

　　記憶のようでもあるのです。
　　想像のようでもあるもです。
　　いや、はっきり知覚したような。
　　「はっきりなのに、ような、なんですか」
　　はっきりとようななんです。
　　「ばかですね」
　　すみません。
　　
ということを元にして書かれたことばが、詩なのかどうかということ。
　　
　　「詩が初めて生まれたころ、だれがこの一行を
　　この文字列を『詩である』と決定できたのですか」
　　知りません、プラトン？
　　（ホントカヨー）
　　「いまは詩人ですか」
　　詩人は自分の書いたものを詩だと思い込むのです。
　　「なにも思い込まない詩人もいますね」
　　いかにも。
　　いくにんも。
　　
とまあ、詩をおちょくったようなやりかたで距離を取って、先へ先へと、
20枚のエッチングの挿絵と呼応して、非現実的な存在や話が語り継がれて
いくのだった。ある意味では、「詩による詩論の試み」とも受け取れる始
まりとも言える。
　わたしは、テレビの時代劇を見た後にこの詩集を読んだので、語られて
いることが昔のこととして、その時代劇の裏話のように感じられた。そし
て、時代劇では現代人の役者が昔の侍や町人や農民を演じているわけだ
が、この詩集では現代語が古文書の言葉を演じているのだと受け止めた。
つまり、この詩集の詩は言葉がもう一つの言葉を演じるという仕方で書か
れているというわけだ。
　蹲った女と思われる人物の背中から、煙のように幾つもの顔が立ち上っ
ていく挿絵の後に、

　　人皮ではなく雁皮の
　　ような薄いひらひらが
　　ひとがたに切り抜かれ
　　からかみに貼られている
　　だれのかげか、おぼつかなくもいとおしい
　　仕草の影絵に見えるか
　　焼け死んだおんなのあぶらじみに似てるか
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　　身内の肌のかおりで
　　東洋のうすあおい蘭花が
　　一輪挿しにつきささっている
　　灰色闇に花弁は無闇とくっきり浮きあがり
　　その等に透明な蜜を宿し
　　（不潔な中指で犯したい）
　　同余のおにんぎょさん
　　（鬼ン魚

といったような言葉が続く。そしてこの一連の言葉は

　　乳首はももいろの
　　小塔のように起っている
　　まめは湿気らない
　　おにんぎょは裸体で横たわったまま
　　頭部に植えられた漆黒の髪を
　　わらわら傷んだ畳にひろげているわらわら
　　からかみではひとがたのかたがみの
　　両手首が剥がれはじめている

　　いる、いない
　　なにが

　　なにがなにして、
　　なんとやらあ。
　　告白めいたもの、いかがですか。
　　
というように終わる。一種の美的な趣向を実現したイメージを語り継い
で、語りの口調のあり方を浮き上がらせて、詩人の演技者としての立場を
示している。
　詩集の中程で、「ゆきくん」という人物についてのエピソードがかなり
長く語られている。その書き出しの部分で、「ゆきくん。覚えてますか。
／あたしを騙した十五の初夏の亀戸を。」と、亀戸が出てくるので、その
亀戸で生まれて育ったわたしとしてはびっくりした。それはともかく、こ
の部分は、亀戸天神でゆきくんからキスされた女が、ゆきくんと別れ、母
親を失い、男から男へと転々とした末に、上海に流れ行った女の語りとし
て書かれている。そして、次に「ゆきくんのもがたり（断片）」という散
文の物語がある。着衣を脱いで浴衣に着替えていると、白衣の人が来てち
ぐはぐな会話をして、唐紙障子を開けると「茶の湯」、襖が開くと「お化
け高気圧茶釜」が出現して、白衣の人にせがされるようにその中に入る。

　　梯子を
　　降りてゆくと内部は柑橘系の皮膚の臭いがい
　　っぱいで、その中央に小型寝台、その上に女
　　性が横たわっている、真紅の夜着が広がって
　　赤えいを想わせる、小さな顔は赤ん坊の拳ぐら
　　いである。不思議な感じがして容貌をのぞき
　　こむと、驚いたことに「自分」である。一般
　　に体内には男性と女性（陽と陰）の気がめぐ
　　っているように、ひとひとりのたましいには
　　男の要素と女の要素が息づいている。その女
　　の要素がわたしの内奥から抜け出して骨肉化
　　したのだろうか。わたしはこの世で「男」と
　　して生きているから、女の部分は少ないと思
　　う、だから緋鯉くらいの大きさの「おんなの
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　　わたし」　にしか肉体化しなかった、にちがい
　　ない。科学的だ。

最後は、この自分から生じた女が「極端な遠近法を見るように」遠ざかっ
て行き、自分は釜の中に残されて終わるという話なのだ。
　この自分の女らしさが肉体化するというところ、つまり非実体的なもの
が実体になるというところが、この詩集の成り立ちを語っているように思
えた。実体化するところでいろいろと工夫がなされている。脳内に浮かん
だイメージが、言葉になり、版画という実体になるという創作の過程を、
主体を抜きにして、古文書の現代語訳とするというやり方で倒錯して見せ
たというわけだ。いわば、この詩集の言葉は「詩という言葉」を演じるた
めのシナリオとして展開していることになる。
　ややこしい言い方になってしまったが、結論としては、詩集『幻帖』は
話として面白くどんどん読めて、そこに入っている挿し絵も楽しめるが、
その言葉の主体抜きということで、ゲームを傍らで見ているように退屈を
感じてしまうのだった。しかし、その「退屈」が実は詩人自身の「表現」
であるようにも思えるし、最初に書いたこの詩集を手にするまでに街中を
タクシーで走った道のりと重ねて、時代の「退屈」と受け止めることも出
来る。

• 編集
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内面の物語を語る人形たち ──清水真理の創作人形

　清水真理さんから四体の人形とその細部の写真が送られて来たのを見
て、わたしは驚いた。それは、これまで清水さんが創っていた様式的な可
愛い女の子の人形とはまるで違う、物語を孕んだ独特の世界を持った人形
だった。それも内部に世界を持つ人形として実現されている。一つ一つの
人形の表情も、自らが開いて見せている内部の細部も、作者の思いが込め
られていて、全体で感情がみなぎっているのが感じられて、ストレートに
心に訴えかけてくる。
　あの清水真理さんが、現在、これらの作品を創ったと思うと、わたしは
嬉しかった。学生だった頃の彼女の思いがいまようやく実現されたと思っ
た。清水さんは1991年に多摩美の上野毛キャンパスに映像の表現を志望す
る学生として入学してきた。そのとき、わたしは映像を担当する教員とし
て清水真理さんに出会った。彼女は自分で人形を作ってアニメ作品を作っ
ていた。スケールのある考えを持って、真っ直ぐに苦しみを表現した作品
だったと記憶している。そのスケールと内面が中世のカトリック教会を飾
るイメージに育まれて、独特の様式を持って、繊細に人の心に届く作品と
して、今ここに実現されている。
　人形という存在は、幼い子の友達から宗教的儀式を担うものまで、いろ
いろな意味を持っている。いずれにしろ、人形は人の心の最も近い所いる
ように思える。清水真理さんは自分に近い分身として人形を作り続けてき
た。その清水真理さんがここに作ったこれらの人形は、心に近いというよ
り、心そのもののストーリーを語ったているといえよう。写真が送られて
きた四体の人形は、「庇護する者と庇護される者の関係」「酔っていられ
る幸福」「機械仕掛けのように動いてしまう自分」「性を越えて生きてい
くことの贖罪」などなどを語る存在だということだ。それは、清水真理さ
んが今まで生きてきた境涯で体験した苦しみを反省して、様々な思いをく
ぐり抜けて、昇華させたストーリーなのだ。人形は他人に手渡せる。自分
の苦しみなど内部に秘めていたものを手渡せる人形に実現した。その人形
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たちの表情のあどけなさに、どこか、さびしさが残っているのは、真摯に
生きてきた彼女の孤独が刻まれているからだと思う。ここに、清水真理は
様式性の強い人形という媒体によって自己表現を実現したといえよう。

人形作家・清水真理　公式サイト「ストロベリィ・フィールズ」
http://kruz.at.infoseek.co.jp/index.html

• 編集
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 12:26:13, カテゴリ: 日記, views: 1803 

有働薫詩集『雪柳さん』の解題

2008年08月28日
22:00
　解題　その1

　有働薫さんは大学生時代の同級生で親しみを持って接していたが、卒業
してから殆ど会う機会もなく、言葉を交わす機会も余りなかった。その有
働さんから何年か前に詩集が贈られたが読まなかった。わたしが殆ど詩を
読まなくなた時期のことだったと思う。
　今度、有働さんの詩集を読むことになったのは、二月に「白石かずこさ
んの喜寿と出版を祝う会」で会って、大学を出た後のことを少し話しし
て、有働さんの詩集を読んでみたい気になって、送って貰うことにした。
有働さんからは三日後に三冊の詩集『雪柳さん』『スーリヤ』『ジャンヌ
の涙』とそれ以前に出した詩集『冬の集積』から3篇、『ウラン体操』か
ら4篇のコピープリントが送られてきた。ところが、有働さんの期待を裏
切ることになって申し訳ないと思いながら、即座に読むことが出来なかっ
た。詩集を読む順番として、入沢康夫さんの詩集『かりのそらね』の解題
を是非とも書きたいと思っていて、その解題を五月の中頃から書き始め
て、八月の初旬まで掛かってしまった。
　そして、ようやく今月の16日に『雪柳さん』を読むことが出来た。その
後更にぽつりぽつりと一つ一つの詩についてノートを取って二度三度と読
み返した。最初に通読したときには、現実の日常の情景に触れたところで
作者の感情と詩心が動いて書いた作品が多いという印象だったが、一つ一
つの詩を丁寧に読んでいくと、死に対する思いが奥深いところにあって、
そのために自分の生活の現実に距離を感じてしまい、そこに言葉が発動し
てきているというふうに受け止められるようになってきた。幾分か難解な
ところがある。
　詩集『雪柳さん』を読んでいて、わたしの心理に起こった妙な錯覚のこ
とも書いておこう。それは、有働さんがこの詩集を刊行したのは60歳か61
歳なのに、わたしには詩の作者として学生時代の少女っぽいところを残し
た姿が現れ来てしまい、時には当時の呼び名で「すみれちゃんが書いた
の、これ！」などと、失礼な感想を持ってしまうこともあって、慌てて意
識を改めることもあった。

　詩集に挟まっていた「すらんす堂通信90」に井坂洋子さんと井川博年さ
んの新聞評が掲載されていた。

　「雪柳さん」は、ふしぎな感触の薄い詩集だ。描かれている情景が、な
にを意図しているのか、掴めない。暗喩になるかならぬかの境目にあっ
て、情景がみずみずしく、こちらに訴えかけてくる。「朝起きると／波が
逆巻いていた／「荒いね」／紅茶のカップを前にしたむすこにつぶやいた
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／黙っているむすこの手許にしぶきがかかった／もうここも引き払わなく
てはなるまい」──「波」という作品の全引用である。この波を、社会の
荒波なぞと引っかけると、途端に色あせる。作者は、この情景をなにもの
にも引っかけない。その禁欲的な姿勢がうれしい。
　　　（「東京新聞」一〇月二四埴号井坂洋子評）

　不思議な詩集である。現実のようで非現実。夢のようでまことのようで
夢。詩語も洗練されているようで、一方では切り方が変といった具合。そ
れでいて妙に切実でなげやり。全体に隠し味のようにエロティシズムが効
いていて魅力的である。この詩集は六〇頁。こういう薄い瀟洒な詩集を出
す出版社がまだあるのだ。
　　　（「図書新聞」一〇月二八日号　井川博年評）

　お二人がそろって、文章の冒頭で「ふしぎな詩集」と書いているのが面
白い。詩集の中の「雪柳さん」「天沼橋」「スタラクタイツ・スタラグマ
イツ」「にぎやかな夕ぐれ」と並べると、確かに「ふしぎな詩集」という
のも頷ける。そのふしぎなところを一つ一つ読んで行ってみよう。

コメント
2008年08月28日
22:56
sumire
入沢さんの後なんて、恐れ多いことです。きっと、同級生という神様の配
剤なんでしょうね。どうぞよろしくお願いいたします。

2008年08月29日
22:43
　解題　その2

　詩集『雪柳さん』はふらんす堂から2000年9月19日に発行。横127ミリ
経181ミリで、本文52ページの小さな詩集。全部で15篇、その内行分けが
12篇、散文が2篇　行分けと散文が混じった作品が1篇。目次の配列で、作
品の頭にアルファベットの小文字がaからoまでふられている。

a.　自猫抄
18行1連の行分けの詩。
　「彼女は美しい尻尾を持っている」から始まる。前半はその身体と同じ
くらいの長さの尻尾の動く様子が印象的に語られる。後半は、実はその長
い尻尾が「唯一の落ち度」として、長いだけに捕まえられやすいことが語
られて、詩人はその美しい尻尾のために、自分自身以上に気遣う、とい
う。白い生きもの、何故か人は白い生きものに心が惹かれる。その白い生
きものを大切に思う詩人の心が語られている。

b．波
6行1連の行分けの詩。
　朝食の食卓の情景が詩人の荒れた気分と状況を主題にして語られてい
る。全文が「解題その1」に引用した井坂さんの批評に引用されているの
で参照してください。詩人が追いつめられた状況で、息子に感情をぶつけ
ているシーンと受け止められる。「ここを引き払う」のは、金銭的な状況
なのか、関係上の状況なのかは分からないが、波という言葉に乗って、緊
迫感を印象的に語り出している。
　タイトルを「波」としていることに注目して、うがった見方をすると、
詩人は「世の荒波」という言葉を前提にして、現実の困難な生活を客観視
するために、その決まり文句に情景を重ねて、冗談として笑い飛ばそうと
しているというふうに受け止めることも出来る。
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C．内気な中学生
17行5連の行分けの詩。
　粗野で威張った先生が指導する中学校の演劇部の練習風景がユーモラス
に語られている。
　第1連　教壇の上で素っ裸で威張っている先生の紹介
　第2連　中背で、浅黒く、メガネを掛けたギョロ目の先生の風貌。
　第3連　今日の練習は「青い鳥」の最初の場面
　第4連　お尻を机の上にのせた先生が、股を開いて、威張って
　「ぼくとミチル役の女の子に」向かって声を荒げる
　ここでタイトルの「内気な中学生」が登場する
　第5連　「さあ、早く寝ろ」と、怒鳴る
　この演劇の「青い鳥」はメーテルリンクの戯曲だと思うが、その作品の
精神性と先生の身体性が対比されて、先生の精神性が感じられない身体的
なあり方がユーモアを感じさせる仕掛けになっている。
第4連で「ぼく」という主語で、言葉の主体が中学生に切り替わって、読
者は中学生の視点で先生に接することになる。そこで「早く寝ろ」は、劇
中の兄妹が寝る場面なのだろうが、中学生に取っては役になり切れないで
「男の子と女の子」が寝るということで恥ずかしがっているわけなのだろ
う。
　ところで、解題者のわたしは「青い鳥」を読んだことみないし、メーテ
ルリンクについては全くの無知だが、詩人はこの詩集の「スタラクタイ
ツ・スタラグマイツ」がメーテルリンクの『ペレアスとメリザンド』のモ
ノローグを土台にしていると触れているので、もしかしたら、詩人はメー
テルリンクに詳しく、神秘性に対する嗜好があって、先生の身体的な卑俗
さが強調される結果になったのかも知れない、という気がしないでもな
い。

d．ひとり娘
14行1連の行分けの詩。
　失恋して精神的に苦しむわたしと母の拾われてきて餌付けを覚えさせら
れる猫とが対比的に語られて、飢えれば食べるという自分の動物性を自覚
するという作品。
　失恋したわたしは鍵を掛けた部屋の閉じこもり、ベッドにもぐり、三日
間何も食べない。
　その間、拾われた猫はしつけのためにおあずけをくわされている。
　しかし、母が買い物に出ている間に、猫は餌を食べる。
　わたしも五日もすれば、食欲が戻るだろう。
　「生きていたくない気持ちもどうにか遠のくだろう。

──動物の信頼に応えるしあわせ」
　と詩は終わっている。
　タイトルの「ひとり娘」は「失恋したわたし」のことだろうか。別の詩
「荒川堤」で詩人の姉が登場してくるから、詩人は「ひとり娘」ではな
い。とすると、「ひとり娘」を虚構して、「失恋したわたし」として、母
親との関係に於いて自己意識を身体的欲求によって獲得していくというこ
とを語っていると受け止められる。

e．少女懸垂
15行6連の行分けの詩。
　この詩は、「日曜の午後／疲れて／散らかった／部屋で」思いに耽って
るときに、心に浮かんでくる言葉や情景を辿っていくと、少女時代の一途
で純粋な自分の姿に到達したという、一つの言葉のシーンが書かれてい
る。
　第1連　2行の、絵を描き続けた画家の運命と詩を書いて痛ましい死を遂
げた詩人の生涯を思い浮かべたという言葉。
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　表現ということを思い、人生を振り返るベクトルが決まる。
　第2連　短い4行の、日曜の午後云々の詩人自身の現在を語る言葉。
　第3連　4行の、「夕陽学舎」という門札を思い出し、四〇年経って行っ
てみて、誰もいなかったテニスコートの記憶を語る言葉。
　第4連　2行の、稲が実る秋の空に走る稲妻に怒りを込めた思い出、今年
もその秋が来ることを思って、その思いの表現する言葉。
　第5連　2行の、思いから醒めて、自分を突き放すように、現実の生活の
中の、ゴミ捨ての手順とゴミ捨ての指示の言葉を置く。
　第6連　1行の、現在の自分の戻ったところで、遠い少女時代の自分の姿
が輝いてくるのを表現した言葉。
　「少女は自分を研ぎ澄まそうとする」

2008年08月30日
22:58
　解題　その3

　「e.少女懸垂」の解題の追加
　この詩の解題を書くとき、「一つの言葉のシーン」という言い方をした
が、ちょっと言葉を補っておいた方がいいように思った。詩を書くという
ことは、言葉を使うということで、書いている間、いろいろと言葉とつき
合うことになるが、その言葉との付き合いが生活の中で場面を作るという
わけだ。人によっては、机に向かって、またはパソコンに向かって、一気
に書いてしまう人もいるし、散歩しながら頭の中で言葉を並べて、家に
帰って、または喫茶店で書く人もいるだろうし、勤めの行き帰りに電車の
中で作って、家でパソコンに打ち込む人もいうと思う。詩を書くそれぞれ
の人がそれぞれの「言葉のシーン」を持たなければ詩を書くことは出来な
い。
　「e.少女懸垂」の場合、15行6連の言葉の配列が、全体で詩人の頭に浮
かんだ言葉がそのまま構成されていると受け止めた。それぞれの連では意
味がまとまっているが、連と連との間の意味の関係が希薄なので、その空
間を言葉が浮かんでくる時の間合いと考えられる。第1連から第6連まで行
くのに現実にどれくらい時間が掛かったか分からないが、「日曜の午
後」、片づけものをしながらゆっくりと進んで、少女時代に抱いていた思
いに行き着いたのではないだろうか。そして、少女の頃の自分を思って、
詩人は自分の気持ちを立ち直らせることが出来たのではないかと想像す
る。そうだとすると、この「e.少女懸垂」という詩は詩人の心の動きをそ
のまま伝えていることになる。詩を書くことが心をリフレッシュさせた実
践の記録と受け止めることが出来る。

f．灯り
13行1連の行分けの詩。
　この詩は、その時その時で違った百合の花を活けたガラスの花瓶を、い
つもリビングの出窓に置いて、絶やしたことのない家が近所にあって、そ
こを通るとき楽しんでいた。その家の中ではいつもショパンの練習曲を挽
いているのが聞こえる。ちなみに詩人はプレリュードが好き。ある日の夕
方の買い物に行ったとき、トラジックなコンチェルトが聞こえたが、CD
をかけていたのか、と思ったという内容。
　百合の花とショパンの練習曲から、その家の住んでいる人のイメージが
生まれてくる。好みが合って親しみも感じてくる。そこで、いつもとは違
うCDの「トラジックなコンチェルト」が聞こえてきたのだから、その人
に何か変化が起こったのかと思う。タイトルの「灯り」は、その音楽の変
化が、「灯り」を灯したように、その家に住む人の心の在りかが照らし出
されたということと受け止められる。というふうに考えると、この詩の場
合、活けられた百合や演奏されたショパンの曲が、心の在処を示すものと
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しての働きを持つことを詩人は見つけたのだといえよう。

コメント
2008年09月09日
22:25
sumire
「少女懸垂」について、「少女の頃の自分を思って、詩人は自分の気持ち
を立ち直らせることが出来たのではないか」の分析に感動しました。なぜ
この詩を書いたか、自分でもはっきりした自覚は無いのですが、集中の作
品の中で、自分にとって「大切な」作品だという気持ちがずっとありまし
た。それは、６０代にもなる自分の挫折感と、４０年以上前の自分の精神
的な営みとの幅を計ろうとした試みだという、測ることによって何か現在
の自分への解決策が求められはしないか、というかなりシリアスな思いが
あって書いたらしい、と、「立ち直らせることが出来たのではないか」と
の読みをいただいて、ぱっと開ける思いがしました。ギリシャ悲劇のカタ
ルシスに似た作用があった、といえば少し大げさかもしれませんが。シロ
ウヤスさま、sumire拝

2008年09月10日
00:38
シロウヤス
sumireさん
作者が「ぱっと開ける思いがした」というのは、解題をする者にとっては
冥利に尽きるということです。

2008年09月06日
21:38
　解題　その4

g．夏のスナップ

　一枚目二枚目というように副題がついた4つのパートからなる全部で45
行の行分けの詩。
　一枚目は5行の詩。
　百合のカサブランカが香る室内でビールを飲んでいて、隣の席の義姉が
「やっぱり生はいいわね」と呟いたのを聞いて、急に義姉が好きになった
瞬間のスナップ。詩人の気持ちを引いたのは義姉の気さくな言い方なの
か、「生」という言葉なのかちょっと曖昧だが、白い百合が香る雰囲気の
中で、元々自分とは関係ない他人に対して感情が動いた瞬間を語ってい
る。
　二枚目は11行の詩。
　駅に行く途中にある栗畑、というから栗の木が沢山あって、それが五月
いっせいに花を咲かせて、青臭い人の精液の臭いに似た臭いを発散させて
いる。友人はあからさまに「人の精液のにおいね」というが、詩人はその
臭いが我慢がならない。十日足らずのことだが、詩人はそこを通る度に、
顔を背け、鼻を押さえて通る。そして舌打ちして「他人の生殖であるゆえ
に／許さない」と、心の中で言い切って瞬間を語っている。
　「他人の生殖であるゆえに／許さない」という言葉がすんなりと入って
こなかったが、考えてみると、生きているということは、基本的に生存競
争なのだという視点に立つことで理解できた。
　三枚目は14行の詩。
　枯れた棘のある雑草が生い茂る野原を、脛に血を少し流しなら踏みしめ
て歩いて行く。頭の中には、落ちるべき断崖、飛び込むべき淵、身体がじ
わじわと沈んでいく沼地を思い浮かべている自分の姿。一転して、その自
分の姿を突き放して、「たのしや／ぼうけんのたび」と言葉に置き換えた
瞬間を語っている。
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　この詩では、どうしても自殺を思っている少女の姿を思い浮かべてしま
うのだった。
　四枚目は15行の詩。
　夏の避暑地でのことが語られているが、牧場や森や紺色の山の稜線を眺
めているうちに「足が浮き上がって」、周りにいる人たちの白い木綿の帽
子や半袖のシャツが、「声といっしょに／ガラスの枠だけになる」、つま
り一人でぼーっとして、皆から離れて、自分が実体がない存在に思えてく
る、そういう瞬間を語っている。

　『雪柳さん』という詩集は、詩人の生活を素材にして書かれた詩を集め
た詩集と受け止められるところがあるが、この「夏のスナップ」辺りか
ら、その生活して生きているということの地層は死ということで支えられ
ているのだと、または生きているというのは一元的でなく、死という領域
もある二元的な宇宙なのだという考え方がじょじょに語り出されて来るよ
うに思える。
　次の詩は、詩集のタイトルになっている「h.　雪柳さん」という作品。

コメント
2008年09月09日
19:46
sumire
「夏のスナップ」一枚目の５行の詩はじつは、長男の結婚披露宴のシーン
でして、お嫁さんがカサブランカの花束を持っていて、その匂いが親族席
まで漂ってきて、隣の兄嫁さんが「生の花だから、いいにおいがする」と
ささやいたのを、花婿の母親である私は、兄嫁さんの祝福の言葉に聞こえ
て、義理の間柄とはいえ、祝ってくれたんだと、感謝の気持ちが溢れた、
という筋書きなのです。説明してしまうと、ポエジーが消失しますね。
キーワードの「きゅうに大好きになる」の読みが正確なので、それで充分
だと思います。
二枚目は的中です。他人の、それも他種の（植物の）生殖を嫌うのは、あ
なた自身に性的不満でもあるのか？と聞かれたらはずかしい。
三枚目はランボー賛です。永井荷風訳「そぞろあるき」を下敷きに。
四枚目は渋沢孝輔追悼のつもり。最後の２年余り「ティルス」という同人
誌を指導してくださいました。シロウヤスさま、sumire拝

2008年09月10日
00:33
シロウヤス
sumireさん
一枚目は大外れですね。「生」はやっぱり造花でない花のことだった。わ
たしこと解題者としては、一枚目を軽くビヤホールにした方が、生命とい
うことに関して、二枚目。三枚目と深まって行くように受け止めたという
わけです。

2008年09月10日
10:14
sumire
シロウヤスさま
なるほど、スナップ４枚を連続した構成と見ていただいたわけですね。ば
らばらに書かれた詩も、読み手によって統一されるということがあるので
すね。人がばらばらに立っていても、遠景で見るとまとまって見えるとい
うような具合でしょうか。sumire拝

2008年09月10日
12:07
シロウヤス
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sumireさん
「人がばらばらに立っていても、遠景で見るとまとまって見える」
素敵な言葉ですね。詩集というのはそういうところがります。人の人生
も、いろいろな姿の遠景、というのは行きすぎですね。

2008年09月08日
00:09
　解題　その5

h．雪柳さん

　詩集のタイトルになっている作品。行分けで書かれた部分と散文で書か
れた部分があって、行分けから散文になったり、散文から行分けなったり
する。全体で散文の部分は1行30字で70行、ページにして7ページに及ぶ作
品。何かの会議が開かれているホールで詩人が「雪柳さん」と呼ぶ人物に
出会うシーンをメインに、風邪を引いて熱に浮かされて青春時代の恋の夢
を見ている状態と子供を床屋に連れて行って、そこで観葉樹に見すくめら
れたように感じたというシーンが、六連に分けられて交錯して語られる。

　第一連　行分けと散文
　何かの会議が開かれているガラス張りの明るいホールに行って、列の端
の空席に座って、後ろに席の知人に話し掛けて雑談していていると、左隣
の席の間近な後ろ姿に視線が止まって、その背中に「雪柳さん」と声を掛
ける。

　第二連　この連全体が（）で括られた散文。
　この冬、三日間風邪を引いて寝込み、「睡眠の波間」に青春時代の恋の
続きを生きていた、薬を呑み、吐き気を飲み、雑音に悩む。
　　　　
　第三連　この連も全体が（）で括られていて、散文から行分けなったり
する。この連は2ページ余りで、連としては一番長い。
　子どもを床屋の鏡の前に座らせて、待合いの席の戻ろうとすると、
　「ふと強い視線を感じた
　　背後から抱きすくめられたような
　　痛みをともなう手の気配があった
　　はっとして視線の方に振り返った」
　席の戻って、店内を見回すが、マスターも理容師も客の散髪をしてい
て、視線の主は分からない。そこに、見覚えのある鉢植えがあった。先
日、軽トラックから店に運び込まれるところを取りかかりに見た。観葉植
物に「強い視線を放つ熱源のような眼」があるのか。それとも「生々しい
錯覚」か。子どもは散髪が終わって「紙相撲の力士」のように抱き下ろさ
れた。
　　　　
　第四連　行分けから散文になる。第一連からの続き。
　わたしに呼ばれた「雪柳さん」は振り向いた。昔と変わらない清々とし
た表情で頬笑んだ。わたしはこどものように安心して後ろ人と話している
と、わたしの身体の左側が雪柳さんの右側にぴったりとくっついていた。
あわてて身を引こうとしたが、身体は吸い取られるように臨席の男の「体
温の在りか」の方に流れ始めていた。
　　　　
　第五連　散文から行分けになる。
　会議の午後のプログラムの前に入浴と昼食に時間。周囲の人がいなく
なって、一人残った。みんなさっぱりとした様子で戻ってきた。向こうの
人混みの中に夫によく似た人が、湯上がりの火照った顔をして歩いて行く
のが見えた。わたしもお風呂に入らなくちゃと立ち上がる。後ろ席の人も

南波止場1番地 - 2008年9月 http://www.haizara.net/~shimirin/blogs/shirouyasu...

11 / 20 2020/07/12 14:22



雪柳さんも、もう何処にもいなかった。

　第六連　この連も全体が（）で括られた散文。第二連からの続きになっ
ている。
　熱が下がるに連れて意識がはっきりしてきても、もっと夢の続きを見た
いと求めていたが、「遠ざかっていく船のように」、薄れていくのを追い
かけようもないと感じていた。「時ならぬ夢に甘えた」。
　小学生の通学路に見た「咲きあふれる白い雪柳」を写真のように思い出
した。
　今年もどこかで雪柳の雪崩を眺める楽しみに胸が熱くなった。

　この詩は、非常に主観的な体験を扱っているので、読者にどの程度通じ
るか、またどう受け止められるか、書く上で心理的に微妙なことがあった
のではないかと思われる。詩人はそこを勇気を持って乗り越えたことで、
詩集全体の言葉の範疇を広げることが出来て、主要な作品になった。詩人
はこの詩を詩集のタイトルに選んだ。そこに主張が込められている。多
分、「雪柳さん」って何者なんだろというところで、「ふしぎな詩集」と
いう批評を受けることになったのだと思う。
　この詩は、三つのシーンが交錯して語られている。メインは会議が開か
れている明るいホールでの「雪柳さん」と出会いのシーンだ。それに風邪
を引いて熱の浮かされて青春時代の恋の夢を見ていて、熱が引いた後の
朝、雪柳が咲くのを想像したシーン、もう一つは子供を床屋に連れて行っ
て、観葉植物の視線に抱きすくめられたように感じたシーンだ。それぞれ
のシーンで、異性の身体的吸引力、夢が持つ力、幻覚的な視線の力が働い
ている。それらを言葉で語ることによって、超現実的な力として語ること
が出来た。雪柳さんという名前、若い頃の恋人、植物、視線、白い花を咲
かせる雪柳、それらがイメージとして重なっていくところがシュールリア
スティックで面白い。
　雪柳

http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/BotanicalGarden/HTMLs/yukiyanagi.html

コメント
2008年09月09日
22:44
sumire
雪柳のカラー写真、クリックすると、桜の木の下で、見事に流れる雪柳の
満開が見られました。ありがとうございます。目白通りを近所の友達２,３
人とランドセルをカタカタいわせながら足早に通学した小学生の見た花よ
り断然見事ですが。雪柳は子供にとっても目に親しい花ですね。郷愁の花
です。まとまりのない妙な作品ですが、タイトルにしているくらいですか
ら、自信作なのでしょうか。この自覚のなさ！雪柳という苗字の恋人がい
た、というのはフィクションで、理想の男性という設定をしたかったのだ
と思います。「白馬の王子」と言うと、身も蓋もなくなります。シロウヤ
スさま、sumire 拝

2008年09月10日
00:27
シロウヤス
sumireさん
子ども頃の記憶も絡んでいたのですね。それが言葉の上で「雪柳さん」に
なり、不思議な体験を呼び出す空間を作っていったというふうにも考えら
れます。

2008年09月11日
13:53
sumire
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シロウヤスさま
もういちど読み直して気がついたことですが、（）をつけた記述が、実際
の生活、括弧のない文章が、風邪を引いて寝込んでいたあいだの妄想とし
て分けたかった。つまり（）の現実のほうが副で、妄想のイメージのほう
が正という逆転状態を書きたかった、それほど現実が衰弱していたのだと
気づいた次第です。sumire拝

2008年09月12日
11:24
シロウヤス
sumireさん
「現実が衰弱していたのだ」と。たしかに、「少女懸垂」に表されたこと
ばから、そういう感じが伝わってきますが、でも詩として言葉を書くこと
で、衰弱した現実の時間を切り抜けたと言えるのではありませんか。わた
し自身、詩の言葉を考えるということには、時間を切り抜けるという現実
的な意味合いがあります。

2008年09月12日
22:12
sumire
シロウヤスさま
「詩の言葉を考えるということは、時間を切り抜けるという現実的な意味
合いがあります。」
そうですね、誰でも現実と戦いながら生きていますが、詩人は言葉によっ
てそれをやろうとするのでしょうね。この詩集を出したのは２０００年９
月ですから、８年経って、現在はどうかな、と思います。sumire拝

2008年09月09日
00:31
　解題　その6

I．小さな酸化

20行三連の行分けの詩。
　第一連　一単語か二単語の短い行が8行。
　マッチ棒の先端の材料と形態の記述と発火と燃えた後のイメージが書か
れている。硫黄、燐、パラフィン、円錐形、夕陽の燃焼、昆虫の這い跡。

　第二連　片仮名と数字が1行に1字で6行進み、最後の1行が片仮名3字。
　全部を書き移すと
　「ル　ネ　1 7 5 7　トリノ」
となる。トリノが地名と思われるが、意味は不明。

　第三連　第一連と同じような短い行の5行。
　朝の公園かテラスかのテーブルの上のポプラの葉が翻る情景を語ってい
る。

　この詩は、多分、主観を離れた言葉の展開の試みと受け止められる。つ
まり、言葉だけの空間を作ろうとした。そういう詩を書くということに、
敢えて意味を求めると、読者には分からない詩人の現実の人間関係と感情
の動きが、詩としての言葉を書かせた動機になっているということだろ
う。そんなことを考えたのは、マッチの発火を「小さな酸化」とすること
で、隠喩的な意味の含みを持たせた、と受け止めたからだ。
　ちなみに、この第二連について詩人に尋ねたら、
　「ネル１７５７トリノの件ですが、お酒のラベルから取ったのではない
かと思います。はっきり覚えていなくて。醸造所の創業年と場所ではない
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かと。ネルは前置詞ｉｎ＋定冠詞ｉｌでｎｅｌです。」
という回答を貰った。なるほど、言葉の自由を求める気持ちが働いている
と思う。

J．荒川堤

　三つのパートで構成された散文詩。1行30字で38行、4ページ。
　荒川堤と現在自分が住んでいるところとの距離のこと、また書くことに
なった理由と、少女の頃、二度、荒川堤に行ったこと、それにそこで一緒
だった亡くなった人たちに対する呼びかけが語られている。

　最初のパート　副題のような1行の後、7行。
　「荒川の河川敷には二度しか行ったことがない」
　私鉄で湘南の方面へ一時間ちょっとのところに30年住んでいる。両親は
地方出で、旧藩士の私邸の敷地に住んでいて周りには肥後弁の人が多かっ
た。最近、中学生の頃に読んだ本について書く機会があって、思春期のこ
とを思い返すことが多い。

　二番目のパート。
　「荒川堤には中学を卒業するまでに二度行った」
　一度目は、小学生6年の時、姉が友人の吉永さんの家に連れて行ってく
れて、荒川堤でボートに乗った、姉と吉永さんが真ん中で、わたしと吉永
さんの弟が両端に乗った。四月になったらあなた達は同じ学校に行くの
よ、と吉永さんは言い、「ほんとうの女のひとに会ったような気がし
た。」風が出て、緑の草地と眠いような川の青。
　二度目は、中学の机を並べていた加藤さんをお見舞いしたとき。クラス
の男の子と喧嘩して休んでいた。紅茶とケーキの後、荒川堤に行って、草
の上に座ったり走ったりした。少し前まで彼女は『赤毛のアン』に夢中
だった。両手を伸ばしてからだを回して、喧嘩した相手の男の子が好きだ
といった。高校に入ってから、加藤さんは亡くなったと知らされた。

　最後のパート。
　「ときどき遠くへ呼びかけたくなる。荒川堤へ行って、川の向こうへ、
空へ」、第二連で登場した人たちの名前に呼びかける。子どもの頃に死ん
だ弟たちの名前へ呼びかける。「そしてもう一度、かーとーさーあーあー
あーあーん……」

　二番目のパートの荒川堤に行った思い出だけが書かれていたら、単なる
散文になってしまうが、現在の詩人が住んでいるところと荒川堤との距離
が語られ、既に亡くなったひとたちへの呼びかけがなされると、途端に思
い出の中の人たちが立ち上がってような感じになる。場所の空間的な距離
が、思い出の時間的な距離に変わって、亡くなった人に呼びかけるという
行為が実感される構図になっている。

2008年09月13日
22:29
　解題　その7

k．天沼橋

39行6連の行分けの詩。
　第一連12行。
　天沼橋がJR中央線をまたぐ青梅街道の陸橋であり、その両側にある印章
店とか予備校のビルとか宗教団体のホールとかあるという記述。ツツジの
植え込みにタクシーの運転手がタバコを吸う。「ひっきりなしに走る排気
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ガスに耐えている樅の老木一本」。天沼橋の日常的な情景が語られてい
る。

　　第二連4行。
　神田川沿いの小学校に通い、行き帰りに橋の上から流れを覗いていた。
記憶へと切り替わる。

　　第三連6行。
　流れに関係なく、橋の上から身を乗り出す人は多いだろう。
大人になるまでに死にたいと思わない人がいるだろうか。記憶から経験を
踏まえた思考へ。

　　第四連3行。
　手摺りに腰掛けてめがけてくる電車に向かい合っていた。あやうい青春
の感傷の一つだった。再び記憶へ。

　　第五連4行。
　布団を抱いて二階の窓から飛び降りたこと。
　家出しようとして雪が降っているのでやめたこと。
　詩人自身の危機的な記憶。

　第六連10行。
　天沼陸橋の近くに、出てから四十年になる古びた両親がの家があり、毎
週、片親に会いに戻るようになった。鉄橋の手摺りに《天沼橋》という
ネームプレートを見つけた。手摺には鉄板が継ぎ足されて線路をのぞけな
くなった。でも、ホームから飛び降りて自殺する人が多くなった。日常的
な情景に戻る。

　第三連の最後の2行は「いちども死にたいと思わずに／大人になるひと
がはたしてあるだろうか」で終わっている。詩人はそういう思いを持った
ことがあったと語っているわけだ。この詩には、その若かった頃の死への
思いと、今も死の装置となりうる鉄道というものが語られている。日常的
な陸橋の風景が危険を潜ませている。詩人も日常生活を送る心の奥に死の
意識を潜ませているのだろうか。

2008年09月14日
22:37
　解題　その8

L．どんどん青くなっていく

20行3連の行分けの詩。
　第一連10行。
　五月になって、ピンクの若葉を急に緑に変える香椿（ちゃんちん）の
木。どの木よりも高く人を寄せ付けない。
　「嫉妬ぶかい支配者が手をくだそうとすれば
　　真っ直ぐな幹をのこぎりで挽くしかないだろう」
　　
　第二連4行。
　芽吹いたばかりの春の芽は青空に揺れる。若い頃は屈託無く心が揺れて
いた。

　第三連6行。
　二階の窓を見上げるわたし。反逆者として挫折した兄をどうやって応援
すればいいのかと。支配者の命に反した行動を取ったアンチゴネーの気分
に自分を重ねる。
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　「天沼橋」と似た展開で、詩人が出会った現実の情景から、心の中の世
界に言葉が進んで行く。現実の情景は五月の若葉の色をどんどん濃く変え
て行く、10メートルもあろうかという高い香椿の一本の木だ。それを見
て、支配者がその存在を支配しようとすれば、その勢いからして、切り倒
すしかないだろうと想像する。そして、詩人は自分が若かった頃に思い至
り、反抗して挫折した若い兄をどう応援すればよいか思い悩んだことを思
い出す。ここでは、詩人が既に60歳前後になって書いた詩として、植物の
成長の勢いを目にして若い頃を懐古したものと受け止めた。
　香椿の写真

http://blog.livedoor.jp/foto236483/archives/51076748.html

http://yuuji30.hp.infoseek.co.jp/5gatu/tyantin.html

m．煙のごとく

12行4連の行分けの詩。
　第一連5行。
　静かな気分の明るい秋の午後。「たばこはやめたの」といいながら、細
巻きの葉巻に火をつける。青い煙がテーブル越しに漂ってくる。

　第二連2行。
　自分の軽はずみな行為に、突然、怒りとも悲しみともつかない感情が突
き上げてくる。

　第三連1行。
　八木重吉の詩の引用。

─琴はしずかに鳴りいだす─

　第四連4行。
　自分のことを思い、肩越しの秋の舗道に視線を漂わす。

　もの思いの秋の一日の感情の動きを語った作品。「たばこはやめたの」
といいながら、細巻きの葉巻に火をつける。葉巻だからやや強いタバコの
煙の刺激に対する生理的な反応が先に来て、それに引かれるように自分の
軽はずみな行為に対する感情と自意識が流れたというわけ、と語られてい
ると受け止めた。

コメント
2008年09月15日
02:36
sumire
チャンチンの木、写真ありがとうございます。ええ、まさにこの木です。
どうしたことか、今年の春から、枯れはじめました。緑の葉の付いた枝を
わずかに残して、葉のない枝が増えてきました。立派な成木で、遠くから
でも見えていました。狭い庭で、根が張る限界に達したせいか、猫が
しょっちゅうつめを研いでいたせいか？近頃は風が強いと枝が折れて、屋
根に当ります。自分より寿命が長いと思っていたのに、こちらが看取るこ
とになってしまいそうです。秋には真黄色にもみじしていました。シロウ
ヤスさま、sumire拝

2008年09月15日
11:49
シロウヤス
sumireさん
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毎日花の写真を撮っていると、植物の時間ということを、ときどき考えま
す。すっかり枯れてしまたと思っても水をやっていると目が出たりして、
時間に休みがあったりするのかな、などと思います。

http://www.haizara.net/~shimirin/blog/shirouyasu/blosxom.cgi

2008年09月15日
15:04
sumire
ハイビスカスの赤、きれいですね！槿の薄い桃色も。写真にひとこと添え
てある言葉が好きです。花を見ているひとの気持ちが伝わってくるように
思えて。シロウヤスさま、sumire拝

2008年09月15日
21:39
　解題　その9

n．スタラクタイツ・スタラグマイツ

1行30字で25行に組まれた散文詩。
　西洋の中世の、亡霊女と亡霊男のそれぞれ二つずつの独立した独白で構
成されている。先ず、タイトルの「スタラクタイツ・スタラグマイツ」
が、stalactiteが鍾乳石で、stalagmiteが石筍であることを頭に置いて読む
ことを勧める。

　亡霊女の第一の台詞。
　館の地下の墓室にかすかに伝わってくる喚きに誘われて石の寝台から起
きあがって奥に入ると、足下が滑り、四つん這いになり、衣服がびしょ濡
れになったが、ぼんやりと白く光っている地面を這い続けた。声と思った
のは、水の流れる音だったのか。

　亡霊男の第一の台詞。
　兄に襲われて泉の中に落ち、沈んで、肺に水が流れ込み死んだ。数ヶ
月、そのまま逆さに水の中に浮いている。水音がかすかに伝わり、目は見
開いたまま、金髪は水の流れに吹き流れている。

　亡霊女の第二の台詞。
　女にとって這うことは辛いことではない。白い地面に擦れて血を流すこ
ともない。内出血で脚は腫れるだろうが、生前の姿から解放されて、骨格
を留めたまま、コウモリかミミズかに食べられるだろう。

　亡霊男の第二の台詞。
　無機質の世界で、顔の肉は水に流されていく。希うというほどのことで
はないが、骨格から析出された結晶の一片が水に流されて行くのに従って
行って見たい。

　詩人の注記として、
　「＊Stalactites and Stalagmites
　メーテルリンクの戯曲『ペレアスとメリザンド』を土台にしたモノロー
グ。詩誌『蘭亭記』8号のテーマ「奇妙」に沿って書いたもの。」
　とある。
　『ペレアスとメリザンド』の筋書きでは、「国王の孫のゴローは、自分
が森の中で出会って城に連れ来て妻にしたメリザンドが、異父弟のペレア
スと恋に落ちたので、怒って、「盲人の泉」の傍らで会っているペレアス
を剣で刺し殺し、メリザンドに瀕死の重傷を負わせる。メリザンドは
ショックでお腹の子を産み、死んでしまう。」という人物の関係なので、
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詩の中の亡霊女はメリザンドに当たり、亡霊男はペレアスに当たることに
なる。
　しかし、この詩は戯曲『ペレアスとメリザンド』の内容とは関係ないよ
うに思える。詩人に必要だったのは、水浸しの男女の死体が、実体として
ではなく、イメージとして言葉だけで登場させることで、詩人はそれに
よって、その死体のイメージに綺麗な鍾乳石や石筍のイメージを重ねるこ
とで、「奇妙な」美しさを語ることが出来た。とはいっても、この詩集の
後半には死に触れた詩が並ぶ配列となっているので、詩人には死というこ
とを語りたい思いがあると思われる。

コメント
2008年09月17日
10:56
sumire
２０００年１０月１２日、長野信濃町局のスタンプのある絵葉書は、矢川
澄子さんからいただいた唯一のお便りです。『雪柳さん』を贈らせていた
だいたことにご返事を下さったものです。「散文詩風なｎ．がいちばん好
きで、盗みたいくらいです。天沼陸橋付近にはこの春までアジトをもって
いました。」エルンストのオブジェの絵葉書の裏に書いてくださったお言
葉ですが、それからずっといくども読み返し、大切にしています。シロウ
ヤスさま、ｓｕｍｉｒｅ拝

2008年09月16日
23:42
　解題　その10

O．にぎやかな夕ぐれ

　一連26行の行分けの詩。
　詩集の最後の詩。この詩は、夕暮れの商店街の情景を語りながら、その
現実の情景から距離を取って、別の思いを語っている。難解なところがあ
る。
　街では人々は楽しそうだが、家の中は、犬も猫も眼を細めて耳を澄ます
静けさ。商店街は赤白の提灯で飾られ、金色のイルミネーションが星の瞬
き消す。暮れなずんだ青い時間帯は、仕事から解放されると同時に、自分
に対する思いも濃くなる。夕方、バスは定期的に走り、数少ないバスの客
となって去る人たちは小さな息をつく。賑わうレストランの窓から灯りが
もれている。「言葉は疲れて床についた／青と黒のコンビの／空間のベッ
ドで／たっぷりと眠らせてあげたい」。夜を楽しむ人たちにとって時間は
あっという間に過ぎてしまう。

　「言葉は疲れて床についた／青と黒のコンビの／空間のベッドで／たっ
ぷりと眠らせてあげたい」という詩句は、隠喩として書かれていると受け
止められるが、その譬喩を解くコードがうまく掴めなかった。この「言
葉」を「詩を書く言葉」と考えて、「詩を書こうとしても言葉は眠ったし
まったように出てこない。ノートブックに書き留めて、イメージが湧いて
くるのを待とう」というふうに理解した。そうすると、勤めの帰り、賑や
かな商店街を通り抜けて、バスで家の向かう途中、詩を書くという思いが
心の中に生まれてくるという内心を語っていると受け止めることが出来
る。
　この詩で、詩集『雪柳さん』の詩を全部読み終わった。

　詩集の後書きに、1994年の『ウラン体操』の後に書かれ発表された詩を
書き直し、また数編の短い詩を書き足して、「第三詩集」としたと書かれ
ている。日付は2000年初夏となっている。詩集『雪柳さん』の詩は六年間
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に書かれた詩ということで、収録された詩は全部で15篇だが、いろいろな
スタイルになったのだろう。スタイルはいろいろだが、生活の中で表現す
る心を持ち続けている詩人の姿が見えてきた。生活は身体が支える、その
身体を透明な美しいイメージに昇華させたのが「スタラクタイツ・スタラ
グマイツ」だと思った。その昇華は、詩人が持っている強い生命力に因る
のではないかと思う。この解題者のわたしが詩人の有働薫さんと出会った
のは、もう五十年も前のことになる。そして四十数年間はお会いすること
もなかった。当時、わたしには、有働さんは「芯の強い少女」という印象
だったが、その強い芯が詩の言葉に生きていると感じた。また、この詩集
をゆっくりと読んで行くことが、年配の女性の書いた詩を若い女性のイ
メージに重ねて読んでいくという珍しい体験にもなった。

コメント
2008年09月17日
10:36
sumire
シロウヤスさま
お忙しい中で、解題を続けてくださって、本当にありがとうございます。
どきどきしながら解題が進んでいくのについていきました。
＜年配の女性の書いた詩を若い女性のイメージに重ねて（ゆっくり）読ん
でいく＞とおっしゃっていただきました。この後も詩（と自分で呼ぶも
の）を書き続けて現在に至っていますが、「自分」ということにまともに
ぶつかっているのは、この詩集と次の『スーリヤ』辺りでピークに達した
ように思います。書くことで自分の真の欲望を引き出そうと必死だったよ
うな。＜生活は身体が支える＞日々ご自分の肉体と闘っていらっしゃるご
様子が分かり、感動しています。同級生としては自分のことでもありま
す。sumire拝

2008年09月17日
22:25
シロウヤス
sumireさん
作者が読んでいて下さるということで、張り合いがありました。人がどん
な風に詩を書いていくのか、ということが見えてた気がして楽しかったで
す。ちょっとお休みして、次の詩集も読んでみたいと思います。

2008年09月18日
11:29
sumire
ありがとうございました。どうぞお体に障りませんように。支えてくださ
る奥様にも厚く御礼申し上げます。さきほど灰皿町の有働のブログに解題
の３回目をコピーしてアップさせていただきました。よろしかったでしょ
うか？私にとってもとても充実した追走でした。はあ、はあ、はあ！

2008年09月18日
21:50
シロウヤス
sumireさん
Blogへの転載、OKです。紹介して下さってありがとうございます。いろ
いろは人に読んで貰えて嬉しいです。よろしくお願いします。
sumireさんのBlog
灰皿町吸殻山77 有働薫のblosxom Weblog
http://www.haizara.net/~shimirin/blog/udo/blosxom.cgi

（この文章はSNS「なにぬねの？」に掲載されたものです。日付はその掲
載の日付です。）
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• 編集

Original template design by Fran�ois PLANQUE.
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